
教授　望月 新一　（数論幾何の研究）
　数体や局所体あるいは有限体の上で定義された楕円曲線は数論幾何の中で
も中心的な研究対象の一つであり，その研究は 20世紀初頭まで遡る。特にそ
のような楕円曲線の等分点へのガロア群の作用や楕円曲線の上で定義される
テータ関数は楕円曲線の数論幾何の研究では重要なテーマである。一方，種数
が 2以上の代数曲線をはじめとする双曲的な代数曲線の数論幾何は比較的最近
まで余り熱心に研究されてこなかった。双曲的代数曲線の場合，非アーベルな
基本群への基礎体の絶対ガロア群の外作用は楕円曲線の等分点へのガロア群の
作用の「双曲的な類似物」と見ることができ，双曲的代数曲線の数論幾何の自
然な出発点となるが，その研究は 1980年代後半の伊原康隆の仕事以降，日本
の数論幾何において，取り分け数理解析研究所を中心に重要な研究テーマの一
つとなった。1990年代半ばに得られた遠アーベル幾何の様々な結果もこの文
脈の中で興ったものである。また 1990年代の後半以降，一点抜き楕円曲線の
上で定義されたテータ関数を従来の「アーベル系」の視点とは決定的に異なる
「遠アーベル的」な視点で扱うホッジ・アラケロフ理論の研究も大きく進展し
ている。
1990年代の望月の研究の殆どは，

(a) p進タイヒミューラー理論 ([3])

(b) p進遠アーベル幾何 ([1], [2])

(c) 楕円曲線のホッジ・アラケロフ理論 ([4])

という三つの大きなテーマに分類することができるが，2000年以降の研究で
は，

(d) 絶対 p進遠アーベル幾何 ([5], [10])と
(e) 組合せ論的遠アーベル幾何 ([8], [9], [14], [15], [16])

を中心に，上の三つのテーマの「相互作用」や「融合」に関心の対象が移った。
特に有限体上の双曲的曲線と数体の間の古典的な類似の延長線上にあるもの
として，(a)にヒントを得た形で，（(b)の延長線上にある）(d)と (e)を用いて，
(c)をスキーム論の枠組みに収まらない幾何 ([6], [7])の下で再定式化すること
により，「宇宙際タイヒミューラー理論」（＝「数体に対する一種の数論的な
タイヒミューラー理論」）を構築することが大きな目標となった。
「宇宙際タイヒミューラー理論」に関する 4篇からなる連続論文は 2012年

8月，プレプリントとして公開し（理論の要約については [11]を参照），2021

年に出版された ([12])。またその連続論文で得られた非明示的な不等式は，そ
の後，数値的に明示的な形に改良され，それによってフェルマ予想の別証明が
与えられた ([13])。4篇で 700頁にも上る連続論文の内容を一言で総括すると，



数体上の楕円曲線に付随するテータ関数の値やその周辺にある数論的次数の理
論を，絶対遠アーベル幾何等を用いて（比較的軽微な不定性を除いて）「異な
る環論」にも通用するような形で記述することによってディオファントス幾何
的な不等式を帰結するという内容である。
一方，星裕一郎講師と共同で「節点非退化外部表現」の理論を用いて長年未

解決問題であった基礎体の絶対ガロア群の外部表現の単射性に関する定理を証
明し ([8])，またその延長線上にある「組合せ論的遠アーベル幾何」に関する，
4篇からなる連続共著論文を執筆した。そのうち，第一論文は 2010年度に完
成し既に出版されており ([9])，第二・第三・第四論文は 2013までにプレプリ
ントが公開され，現在出版予定となっている ([14], [15], [16])。2010年度から
2011年度に掛けて，特に双曲的曲線に付随する配置空間の副有限基本群の惰
性群の群論的特徴付けの理論やアンドレ氏による「緩和基本群」の理論への応
用において大きな進展があり，それによって得られた結果は第二および第三論
文に収録済みである。第四論文では、組合せ論的セクション予想や理論の副有
限版と離散版の間の比較が主なテーマとなっている。
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